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○
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に 

伴
う
訓
練
を
実
施 

三
月
二
日
、
春
の
火
災
予
防
運
動
に

伴
い
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
ロ
マ
ン
（
芸

濃
町
椋
本
）
で
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
、

施
設
職
員
や
利
用
者
、
北
消
防
署
員
な

ど
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
二
階
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ナ
ー

か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
始
ま
り
、

施
設
職
員
が
初
期
消
火
、
利
用
者
の
避

難
誘
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

北
消
防
署
な
ど
の
隊
員
が
ポ
ン
プ
車
、
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は
し
ご
車
、
救
急
車
な
ど
で
駆

け
付
け
、
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救

助
や
応
急
処
置
を
行
い
ま
し

た
。 訓

練
終
了
後
、
宮
田
正
人
北

消
防
署
副
署
長
は
、「
火
災
は
、

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
有
事
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

備
え
と
緊
張
感
を
持
っ
て
ほ
し

い
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
施
設
職
員
は
、「
今

後
も
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し

て
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

訓
練
に
励
ん
で
い
き
た
い
。」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直

通
） 

↑一斉放水を行う消防隊員 
 

↑利用者を避難させる施設職員 
 

↑はしご車で逃げ遅れた人を救助に向かう消防隊員 
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                              ○
津
市
消
防
音
楽
隊
三
十
五
周

年
記
念
演
奏
会
を
開
催 

十
二
月
十
八
日
、
津
市
消
防
音
楽

隊
は
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城

ホ
ー
ル
で
、
創
立
三
十
五
周
年
記
念

演
奏
会
「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 

二
〇
一
〇
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
、
消
防

が
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、「
津
市
の
安
全
・
安

心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
演
奏
と
併
せ
て
消
防
な
ら
で
は

の
手
づ
く
り
の
演
出
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。 

演
奏
会
で
は
、
賛
助
団
体
と
し
て

迎
え
た
三
重
県
警
察
音
楽
隊
が
「
踊

る
大
捜
査
線
の
テ
ー
マ
」
な
ど
の
曲

を
演
奏
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全

や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
呼
び
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、
曲
の
合
間
に
は
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
寸
劇

な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

演
奏
会
に
来
て
い
た
お
客
さ
ん

は
、「
演
奏
を
聴
い
て
元
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
火
災
予
防

に
気
を
つ
け
た
い
。」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。（
上
田
隆
広
） 

○
津
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

一
月
十
六
日
、
新
春
恒
例
の
津
市
消
防

出
初
式
が
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
西
丸

之
内
）
周
辺
で
、
消
防
関
係
者
ら
約
七
百

四
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
降
っ

た
雪
が
景
色
を
白
く
染
め
、
年
頭
の
出
初

式
に
ふ
さ
わ
し
い
凛
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

松
田
直
久
市
長
は
「
東
海
・
東
南
海
地

震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十

九
万
市
民
の
信
頼
と
負
託
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
、
先
人
の
教
え
で
あ
る
事
上
錬

磨
の
実
践
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
消

防
団
員
等
に
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
団
体
や
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
活
動
し
た
団
員
と
そ
の
家
族
に
対

し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

屋
外
で
は
、
消
防
団
員
が
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
、
纏
（
ま
と
い
）
を
振
り
か
ざ
す

木
遣
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
車
両

等
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
お
城
公
園
の
お
堀
で
消
防
団

員
ら
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
消
防

関
係
者
ら
が
、
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災

の
心
構
え
を
新
た
に
、
気
勢
を
高
め
ま
し

た
。（
横
山
博
） 
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○
指
導
会
参
加
隊
員
選
抜
の 

体
力
測
定
を
実
施

二
月
七
日
、
八
日
、
消
防
救
助
技

術
東
海
地
区
指
導
会
（
本
年
七
月
十

四
日
開
催
予
定
）
に
参
加
す
る
隊
員

を
選
抜
す
る
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。 津

市
消
防
で
は
、
若
手
職
員
の
救

助
隊
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
同
指
導
会
に

参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
陸
上
の
部

の
障
害
突
破
と
引
揚
救
助
の
二
種
目

へ
の
出
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
選
手
と
な
る
た
め
の
試
験

は
、
ロ
ー
プ
登
は
ん
、
持
久
走
、
腕 

○
訓
練
計
画
策
定
功
労
に 

表
彰
状 

 

十
一
月
二
十
五
日
、
津
市
消

防
本
部
で
職
員
六
人
に
対
し

て
消
防
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

こ
れ
は
、
十
月
三
十
日
、
三

十
一
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
平
成
二
十
二
年
度
緊
急
消

防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
訓
練
及
び
平
成
二
十
二
年

度
近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練

の
実
施
に
あ
た
り
、
広
範
な
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
複

雑
多
岐
に
わ
た
る
実
践
的
な

訓
練
計
画
を
策
定
し
、
津
市
の 

○
災
害
弱
者
を
守
れ 

一
月
三
十
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
慈
宗
院
（
津
市
片
田
長
谷
町
）
で
、

施
設
職
員
、
地
域
住
民
及
び
消
防
職
員

が
参
加
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

訓
練
は
、
大
地
震
が
発
生
し
て
、
け

が
人
が
多
数
出
て
い
る
と
の
想
定
で

始
ま
り
、
初
期
消
火
訓
練
や
救
急
訓
練

に
加
え
、
地
震
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
訓
練
に
参
加
し
た
施
設
職
員
は
、

「
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
ま

ず
災
害
弱
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
と
も
協
力
し
て
利

用
者
の
皆
様
を
守
っ
て
い
き
た
い
。」

立
て
伏
せ
及
び
腹
筋
な
ど
で
、
救
助

隊
員
を
目
指
す
若
手
職
員
は
、
日
ご

ろ
の
体
力
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。（
宮
本
真
二
） 

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

訓
練
の
最
後
に
は
、
炊
き
出

し
が
行
わ
れ
、
利
用
者
、
施
設

職
員
と
付
近
住
民
の
親
睦
が
図

ら
れ
ま
し
た
。（
前
山
卓
大
） 

 

                              

                              

                              

                              

 

参
加
者
は
、
長
年
の
経
験
か
ら

得
た
技
術
や
知
識
を
少
し
で
も
継

承
し
、
実
践
で
活
用
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
（
高
橋

直
通
）

○
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
、
知
識
を
継
承 

 

十
二
月
二
十
一
日
、
消
防
技
術
の

向
上
と
継
承
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た

技
能
指
導
官
制
度
の
救
助
技
術
の
部

の
第
一
回
目
の
研
修
が
、
津
市
消
防

本
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
技
能
指
導
官
で
あ
る

黒
川
喜
信
久
居
消
防
署
南
分
署
長
を

迎
え
、
「
風
と
消
防
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
救
助
現
場
で
風
が

与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
た
め
、
実

際
に
ビ
ル
の
模
型
を
作
り
、
扇
風
機

で
風
を
起
こ
す
な
ど
し
て
、
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
水
難
救
助
を
想
定
し
、
風

や
川
の
流
れ
を
利
用
す
る
効
果
の
高

い
救
助
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 ↑風や川の流れを想定して救助ロープを投げる隊員 

 

↑限界までの腕立て伏せ 
 

↑１５ｍのロープ登はんに挑戦 
 

↑地震体験車で揺れの大きさを実感した

参加者 
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○
腹
話
術
で
防
火
を
呼
び
掛
け 

 

一
月
二
八
日
、津
市
消
防
団
美
杉
方

面
団
の
女
性
団
員
ら
が
、
高
齢
者
と
保

育
園
児
を
対
象
に
、
防
火
劇
等
を
実
施

し
ま
し
た
。 

劇
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
や
お
母
さ
ん

ら
に
扮
し
た
消
防
団
員
が
、「
外
出
す

る
と
き
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消

し
て
」「
料
理
し
て
い
る
と
き
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
で
」
と
腹
話
術
人
形
を 

応
援
、
受
援
体
制
に
多
大
な
功
績
を

残
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
功
労
を
た

た
え
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 
残
念
な
が
ら
近
畿
地
方
に
台
風

が
接
近
す
る
と
い
う
悪
天
候
に
よ

り
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
、
万
一
津
市
が
被
災
し
た
場

合
、
こ
の
経
験
を
市
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
（
高
橋
直
通
） 

使
っ
て
ス
ト
ー
ブ
火
災
や
天
ぷ
ら
火

災
を
題
材
に
防
火
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、し
ゃ
べ
る

人
形
に
少
し
驚
き
な
が
ら
も「
火
遊
び

は
絶
対
し
な
い
で
」と
人
形
の
問
い
か

け
に
大
き
な
声
で
「
は
い
」
と
約
束
し

て
い
ま
し
た
。（
岡
林
隆
志
） 

 

も
の
で
す
。 

座
学
で
は
、
自
衛
消
防
組
織
の
運

用
と
災
害
発
生
時
の
対
応
を
学
び
、

総
合
訓
練
で
は
受
講
者
が
三
班
に

分
か
れ
、
連
携
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
在
館
者
の
避
難
誘
導
、
消
防
機

関
へ
の
通
報
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
有
事
の
際
に
利
用
者

の
安
全
を
守
る
た
め
、
真
剣
に
講
義

を
受
講
し
て
い
ま
し
た
。（
田
村
公

一
） 

 
○
自
衛
消
防
業
務
講
習
会
を
開
催 

一
月
十
九
日
、
二
十
日
に
津
市
消
防

本
部
予
防
課
は
、
自
衛
消
防
業
務
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

大
規
模
な
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
自
衛

消
防
組
織
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
そ
の
自
衛
消
防
組
織
を
統
括

す
る
者
（
統
括
管
理
者
）
等
に
対
し
、

自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
を
開
催
し
た

                              

                              

                              

                              

議
会
、
婦
人
防
火
推
進
委
員
、
津

市
消
防
団
津
方
面
団
及
び
北
消
防

署
な
ど
総
勢
約
百
四
十
人
が
参
加

し
、
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
歴
史
あ
る
貴
重

な
建
築
物
や
国
宝
が
収
め
ら
れ
て

い
る
専
修
寺
で
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
震
度
六
強
の
地
震

に
よ
り
建
物
が
倒
壊
し
、
火
災
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
始
ま
り

ま
し
た
。
文
化
財
の
搬
出
を
は
じ

め
、
負
傷
者
の
救
出
や
応
急
手
当
、

初
期
消
火
訓
練
、
境
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
屋
外
消
火
栓
や
放
水
銃

を
使
用
し
た
放
水
訓
練
の
ほ
か
、

消
防
隊
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

な
ど
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

○
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う 

訓
練
を
実
施 

 
一
月
二
十
六
日
、
第
五
十
七
回
文

化
財
防
火
デ
ー
伴
う
行
事
と
し
て
、

高
田
本
山
専
修
寺
（
一
身
田
町
）
で
、

高
田
本
山
自
衛
消
防
隊
、
一
身
田
地

区
自
治
会
、
同
地
区
自
主
防
災
協 

↑消防長から表彰状を授与される職員 
 

↑腹話術で子供たちに火災予防を訴える消防団員

 

↑連携を取りながら訓練を実施する受講者 
 

↑フィナーレを飾るはしご車からの一斉放水 
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○
ス
テ
ア
ー
レ
ー
ス
で 限

界
に
挑
戦 

一
月
二
十
三
日
、
宮
崎
県
宮
崎
市
で

日
本
警
察
消
防
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主
催

に
よ
る
「
二
〇
一
一
ス
テ
ア
ー
レ
ー
ス

宮
崎
大
会
～
消
防
士
と
し
て
己
の
力

を
ど
こ
ま
で
発
揮
出
来
る
か
～｣

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

種
目
は
、
階
段
駆
け
上
が
り
レ
ー
ス

と
パ
ワ
ー
レ
ー
ス
の
二
種
目
に
分
か

れ
、
階
段
駆
け
上
が
り
レ
ー
ス
は
シ
ェ

ラ
ト
ン
グ
ラ
ン
デ
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ

ー
ト
四
十
三
階
展
望
室
（
階
段
約
八
百

段
）
ま
で
防
火
服
、
呼
吸
器
を
着
装
し
、

一
気
に
駈
け
上
が
る
そ
の
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。
ま
た
パ
ワ
ー
レ
ー
ス
は
、

二
人
一
組
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
三

十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
も
り
を
運
び
、

二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
鉄
塊
を
ハ

ン
マ
ー
で
叩
い
て
移
動
さ
せ
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
人
力
で
三
十
メ
ー
ト

ル
引
っ
張
る
そ
の
合
計
タ
イ
ム
を
競

い
ま
す
。 

○
津
市
防
火
協
会
主
催 

防
火
川
柳
優
秀
作 

 

 

最
優
秀
作 

 

 
 

山
川 

寛 

様 

火
事
と
風
邪 

共
に
大
事
な 

 

予
防
か
な 

 

優
秀
作 

 

倉
田 

富
郎 

様 

ガ
ス
栓
を 

閉
め
る
日
課
を 

妻
誇
り 

藤
田 

初
男 

様 

火
事
お
や
じ 

昔
の
話 

今
は
妻 

別
所 

知
二 

様 

禁
煙
で 

助
か
る
家
計
と 

火
の
心
配 

積
木 

朗
子 

様 

う
ち
は
な
い 

そ
の
思
い
込
み 

 

家
は
な
い 

森
山 

純 

様 
涙
で
は 

消
せ
ぬ
悲
し
さ 

恋
と
火
事 

黒
川 
多
美
子 

様 

焼
け
跡
の 
部
屋
の
思
い
出 

走
馬
灯 

荻
山 

幸
重 

様 

火
事
出
し
て 

 

済
み
ま
せ
ん
で
は
済
み
ま
せ
ん 

津
市
消
防
か
ら
は
、階
段
駆
け
上
が

り
レ
ー
ス
に
、
駒
田
竜
司
消
防
司
令

補
、
草
深
洋
成
消
防
士
長
（
消
防
総
務

課
）
及
び
荘
司
ひ
と
み
消
防
士
（
中
消

防
署
）
が
、
パ
ワ
ー
レ
ー
ス
に
は
、
鳴

海
正
消
防
司
令
補
（
中
消
防
署
西
分

署
）、
上
杉
初
男
消
防
司
令
長
（
久
居

消
防
署
）
の
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
で
は
、災
害
時
の
消
防
活
動

で
最
も
重
要
な
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
と
と
も
に
、ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も｢

消
防
士
が
助
け
に
来
て
く

れ
る｣

と
い
う
市
民
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、ひ
た
す
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。 

参
加
し
た
五
人
は
、
こ
れ
か
ら
も

｢

消
防
と
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何

か
。市
民
が
期
待
す
る
消
防
士
の
姿
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
探
求
し
、日
々

の
鍛
錬
を
怠
る
こ
と
な
く
精
進
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。｣

と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。
（
上
杉
初
男
） 

岡 

あ
ず
み 

様 

乾
燥
は 

お
肌
と
火
事
の 

大
敵
よ 

鈴
木 

智
美 

様 

住
警
器 

買
い
渋
っ
た
の 

悔
い
残
る 

結
城 

實 

様 

消
し
た
か
な 

い
や
忘
れ
た
か
と 

 

ま
た
戻
る 

橋
本 

滋 

様 

日
常
の 

慣
れ
た
家
事
か
ら 

 

火
事
が
出
る 

植
山 

昇 

様 

火
事
出
せ
ば 

儚
く
消
ゆ
る 

金
、
命 

青
山 

静
子 

様 

古
希
近
し 

子
ら
が
案
ず 

火
の
始
末 

中
西 

睦 

様 

二
十
年 

我
が
家
焼
け
落
ち 

二
十
分 

長
谷
川 

尊
宜 

様 

地
域
の
輪 

消
え
る
心
の 

火
を
灯
せ 

池
村 

天
辰 

様 

寝
タ
バ
コ
で 

消
し
た
く
な
い
よ 

 

そ
の
命 

黒
川 

奈
津
実 

様 

カ
チ
カ
チ
と 

親
子
で
夜
廻
り 

 冬
の
空 

 

                              

                              

                              

                              

↑体力、気力の限界に挑戦した５人 
 

訓
練
参
加
者
か
ら
は
、「
歴
史
あ
る

郷
土
の
文
化
遺
産
や
街
並
み
を
残
す

た
め
、
家
庭
に
お
い
て
も
普
段
か
ら

火
の
元
に
注
意
し
た
い
。」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。（
牛
場
明
広
） 
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平成２２年の火災・救急・救助概況 

 
 

平
成
二
十
二
年
中
の
市
内
に
お
け
る
火
災
件
数
は
百
十
件

で
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
ま
し
た
。 

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災
は
十
件
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
林
野
、
車
両
、
そ
の
他
の
火
災
は
減
少
し
ま
し

た
。 

 
 

火
災
に
よ
る
死
者
は
九
人
で
、
う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
は
七
人
、
車
両
火
災
一
人
、
そ
の
他
の
火
災
一
人
で
し
た
。

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
七
人
の
う
ち
三
人
（
三
人
と
も

六
十
五
歳
以
上
）
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 
 

津
市
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
推
計
設
置
率
は
、

平
成
二
十
二
年
度
調
査
で
六
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
住
宅
で
は
、
約
二
九
％(

三
十
八
件
中
十
一

件)

と
、
設
置
率
が
低
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

救
急
出
動
件
数
は
一
二
，
二
二
四
件
で
、

前
年
に
比
べ
六
五
二
件
の
増
加
と
な
り
、

過
去
最
高
の
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
と
比
較
し
、
急
病
、
交
通
、
一
般
負

傷
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。 

事
故
種
別
で
み
る
と
、
例
年
同
様
急
病

が
七
，
四
一
六
件
で
最
も
多
く
、
次
い
で

一
般
負
傷
の
一
，
八
四
一
件
、
交
通
の
一
，

四
六
九
件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
傷
病
程
度
で
は
、
全
体
の
約
半

数
が
軽
症
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

中
に
は
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
と
み
ら
れ
る
救

急
事
案
も
散
見
さ
れ
ま
す
。 

 

救
助
出
動
件
数
は
一
一
八
件
で
、
前
年

に
比
べ
三
九
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

事
故
種
別
で
み
る
と
、
火
災
が
七
件
で
、

四
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他

は
減
少
し
、
最
も
多
い
の
が
交
通
事
故
の

七
四
件
で
、
全
体
の
六
二
・
七
％
を
占
め

て
い
ま
す
。 

火
災
の
救
助
件
数
が
増
加
し
た
の
は
、

建
物
火
災
が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
救
助
人
員

は
五
三
人
で
し
た
。 

 

                              

                              

                              

                              

区  分 平成２２年 平成２１年 増 減

火災件数合計 110 109 1 

建物火災 66 56 10 

  うち 住宅火災 38 34 4 

林野火災 5 10 ▲ 5 

車両火災  11 12 ▲ 1 

船舶火災 0 0 0 

その他の火災 28 31 ▲ 3 

死者（人） 9 6 3 

  うち 住宅火災 7 3 4 

負傷者（人） 11 13 ▲ 2 

区 分 平成２２年 平成２１年 増減 

出動件数 118 157 ▲ 39

活動件数 56 81 ▲ 25

救助人員 53 81 ▲ 28

主
な
事
故
種
別 

交通事故 74 98 ▲ 24

火  災 7 3 4 

水難事故 5 8 ▲ 3 

建物等によ

る事故 
5 10 ▲ 5 

区 分 平成２２年 平成２１年 増減 

出動件数 12,224 11,572 652 

搬送件数 11,312 10,693 619 

搬送人員 11,532 10,925 607 

主
な
事
故
種
別 

急  病 7,416 6,997 419 

一般負傷 1,841 1,744 97 

交 通 1,469 1,357 112 

▲は減少を示します。火災 

救急 

救助 
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白
山
消
防
署 白

山
消
防
署 

署
長 

小
宮
貞
則 

白
山
消
防
署
は
、
津
市
の
南
西
部
に
位

置
す
る
白
山
町
南
家
城
に
あ
り
、
白
山

町
、
一
志
町
、
美
杉
町
を
管
轄
し
、
一
消

防
署
二
分
署
体
制
で
署
長
以
下
六
十
一

人
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

管
内
の
特
徴
と
し
て
は
、
布
引
山
系
、

一
志
山
系
の
緑
濃
い
山
並
み
に
抱
か
れ

て
、
雲
出
川
の
清
流
と
四
季
折
々
に
表
情

を
変
え
る
街
並
み
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
区
域
は
、
南
は
松
阪
市
、
西
は
名
張

市
と
奈
良
県
御
杖
村
に
隣
接
し
、
津
市
全

体
面
積
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。 ま

た
、
青
山
高
原
を
中
心
に
、
矢
頭
山
、

大
洞
山
、
俱
留
尊
山
等
は
、
手
軽
な
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
年
間
を
通
じ
て

ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
い
、
特
に
管
内
に
は
恵

ま
れ
た
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
生
か
し

た
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
多
く
、
市
民
や
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
更
に
桜
の
時

期
に
は
、
多
気
北
畠
氏
城
館
跡
周
辺
、
君

ヶ
野
ダ
ム
公
園
、
さ
く
ら
名
所
百
選
に
も

選
ば
れ
た
三
多
気
の
桜
に
は
毎
年
大
勢 

の
行
楽
客
が
訪
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
風
光
明
媚
な
素
晴

ら
し
い
所
で
す
が
、
高
齢
化
の
波

は
こ
の
地
で
も
進
行
し
て
お
り
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
白
山
消
防

署
と
し
て
は
、
防
火
診
断
の
実
施

や
消
防
団
と
の
連
携
、
そ
し
て
自

治
会
の
訓
練
を
通
じ
て
普
段
か
ら

火
災
予
防
の
啓
発
と
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
推
進
に
努
め
て
お

り
ま
す
。 

最
後
に
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
消
防
署
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
気
楽
に
物
事
が
言
え
る
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
創
り
」
を

署
風
と
し
、
職
員
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
の
方
々
に
も
気
軽
に
消

防
署
に
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。 

                               

                              

                              

                              

 

 

特特特集集集！！！消消消防防防署署署紹紹紹介介介  白白白山山山消消消防防防署署署   

↑美杉分署 
↑一志分署 

↑白山消防署 

 

美美

杉杉

分分

署署  

 

白山消防署 
庶務予防担当 

消防担当 

一一

志志

分分

署署  
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編
集
後
記 

最
近
、
日
に
日
に
暖
か
く
な

り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
花
粉
の
飛
散
量
が
昨
年
の

数
倍
だ
そ
う
で
す
が
、
み
な
さ

ん
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？ 

さ
て
、
昨
今
の
世
界
情
勢

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
地

震
が
発
生
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
で

は
反
政
府
運
動
が
勃
発
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
お
い

て
は
霧
島
連
邦
新
燃
岳
が
噴

火
し
た
り
、
三
重
県
で
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

り
と
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
、

人
的
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。 

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
入
学
や
就
職
、
人
事
異
動

と
い
っ
た
新
し
い
環
境
に
な

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、
新

し
い
環
境
で
防
災
訓
練
や
火

災
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
高

橋
直
通
） 

                              

                              

                              

                            

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
三
月
十
三
日
（
日
） 

三
重
県
消
防
大
会
（
三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
） 

 
 ◆

三
月
二
十
七
（
日
） 

 

上
級
救
命
講
習
（
白
山
消
防
署
） 

 

◆
四
月
十
一
日
（
月
） 

 

美
里
分
署
開
署
式
（
美
里
分
署
） 

～～平平成成２２３３年年２２月月末末日日ままででのの災災害害～～  

火火  災災      4411 件件（（2233 件件））  

救救  急急      22,,003377 件件（（22,,001177 件件））  

救救  助助      1144 件件（（2211 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

○
救
急
の
現
状
を
考
え
る 

二
月
三
日
、
四
日
に
愛
媛
県
松
山

市
で
「
未
来
の
救
急
現
場
に
新
た
な

決
意
を
～
愛
あ
る
救
急
、
愛
媛
か
ら

～
」
を
テ
ー
マ
に
第
十
九
回
救
急
隊

員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
の

救
急
隊
員
等
を
対
象
に
救
急
業
務
に

関
す
る
研
究
発
表
や
最
新
の
医
学
知

識
等
を
学
ぶ
場
を
設
け
、
我
が
国
の

救
急
業
務
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

津
市
消
防
か
ら
久
居
消
防
署
指
揮

司
令
の
伊
豆
川
高
志
救
命
士
が
「
脳

卒
中
疑
い
傷
病
者
の
発
症
・
搬
送
時

間
に
関
す
る
現
状
調
査
後
の
推
移
」

と
し
て
、
津
市
消
防
管
内
に
お
け
る

脳
卒
中
患
者
の
救
急
の
問
題
・
課
題

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

全
国
各
地
の
消
防
職
員
は
、
同
様

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
有
意
義
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。（
笹

村
晶
紀
） 

☆ 

音
楽
隊
派
遣
演
奏
予
定 

☆ 

◆
三
月
十
三
日
（
日
） 

・
三
重
県
消
防
大
会
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
） 

◆
四
月
三
日
（
日
） 

・
桜
ま
つ
り
（
君
ヶ
野
ダ
ム
） 

◆
五
月
十
一
日
（
水
） 

・
津
市
交
通
安
全
運
動
（
お
城
西
公

園
） 

◆
五
月
十
三
日
（
金
） 

・
東
海
五
県
軟
式
野
球
大
会
（
津
球

場
） 

↑久居消防署に導入された

圧縮空気泡消火装置積載車 

↓中消防署に導入された

化学消防車 

↓
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た

久
居
消
防
署
合
同
訓
練 

↓
二
月
二
十
七
日
、
一
志

町
で
行
わ
れ
た
山
林
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練 

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置

ししままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条

例例のの改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけ

らられれままししたた。。  


